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蜘
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気
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。
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縫
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と
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概
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滋
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す
m

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
や
サ
ラ
u
v
i
?
級
品
官
等
の
鍛
綴
だ
け
で
は
雫
年
金
を
目
覚
情
切
れ
に
持
な
い
受
総
務
も
ゑ
増

ιて
い
総
南
口
下
車
怯
刑
事
約
3
分
)
議
事
滋
は
、
開
明
和
田
年
春
に
ぷ
本

一
y
内
奥
き
ん
彩
ど
任
意
叙
入
的
人
は
特
け
る
の
に
必
援
な
楠
出
国
間
が
不
殺
し
、
部
ま
す
。
や
が
て
は
返
り
来
る
港
後
へ
的
亨
輯
線
内
務
各
種
年
金
銭
然
減
求
・
松
公
開
紺
戸
関
発
戸
)
ま
で
あ
と

1f

…
側
内
総
帥
刊
を
す
る
こ
主
は
?
き
ま
せ
ん
。
殺
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
機
会
も
あ
り
不
出
席
も
火
き
く
、
年
金
へ
の
関
心
が
急
峨
暗
殺
保
険
の
情
締
法
学
総

-n窓
鵠
廠
5
キ
ロ
メ
i
ト
ル
や
ゑ
成
さ
せ
、
争
中

一
〈
特
翁
給
付
の
絞
殺
事
咽
〉
ま
す
の
で
も
つ
E
皮
逃
去
の
公
約
年
会
議
に
高
ま
つ
む
き
て
い
ま
す
。
保
体
問
湾
市
中
や
校
長
4
刷
内
お
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ぺ
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メ
l
F
M
げ
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で
急
上

一
φ
縁
家
、
閉
国
民
年
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納
入
し
て
い
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場
人
抑
制
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に
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て
終
恕
し
て
み
る
紛
で
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毎
月
第
1
・
終
3
木
限
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繍
際
協
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漁
労
務
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ャ
総
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問
る
わ
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で
す
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一
入
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し
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a
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日
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し
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滅
寸
栓
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紺
叫
品
川
和
金
専
問
日
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仁
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を
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滋
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蜘
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叫
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付
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仇
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葉
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、

倫

入

申

V
申
込
み
希
望
者
向
竺
総
)
6
ポ
ケ
ッ
ト
菱
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融
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ソ
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滋
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生
活
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の
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i
じ
事
情
を
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し
た
と
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代
り
の
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が
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札
ま
し
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る
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で
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1
時
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時
ま
で
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日
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場
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円
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会
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生
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が
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で
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鐙
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闘
か
ら
日
日
ま
で
地
は
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と
に
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て
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大
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な
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れ
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し
た
。

ま
む
つ
っ
と
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に
は
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市
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時
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融
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わ
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。
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滋
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隅
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抽
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齢
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史
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的
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縫
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た
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一
で
す
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う
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え
ら
れ
た
と
お
り
、
相
川
町
下
に
滋
っ
た
こ
と
を
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り
、
問
時
に
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ラ
ン
ジ

た
ワ
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ザ
ブ
ト
ン
で
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を
守
っ
た
り
し
ス
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ー
ラ
ジ
オ
な
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で
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臨
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を
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磁

た
め
に
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ハ
ダ
シ
料
、
飛
び
出
し
に
つ
か
み
、
ヤ
ミ
ク
モ
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滋
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友
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え
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潟
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収
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叫
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⑫怒り宅ます争

本書室賢三ミシン*ヲ狭湾

食事?智子車線み畿.tr
ミダブJしのベッド*べ

I~-I\ス (2tき) *1¥ 
ネ1[，ヒーターホベt三一
周十靖子*主修行機*蛍光

主主宰プロパンJヴス湾総

沸しき毒事潔際ヲンス*

喜悪徳ガス総スト…ブ

争怒ってください~

(4) 

惨殺滋 湖北獄、天王Et念事夜、中5町

公主義重意儀式まらパスで室長湯]

惨事事室義人敏 70名

b申込 j主義違ハガキむ伎所、a;望号

f正義語、 4社理Hを喜記入して、終局日

〈焼防衛費おさまでな設会主主隊議へ

申込多数のi塁さきは掛議です。
Z 邑

:里一日空ヨ竺!関空

究幸霊善事にはあまり例のない草加ペ

ージを越える線総で写。

H露絡 10∞下司
~ll華街B 竹月28(木)tJをう

惨絞殺繍丹野中央公民健司P>日織さ
ん室。童話送もE苫て言華料 切手160
円分〉

1>悶跨利用自由Eヨ〈包)1C際事}分

惨韓量E時 つつじ娃

惨会車電 T翻'3(主義重量{寸〕

惨事事切 111'寺208(湾〉
1>申込 譲位奇襲務所社会保

きき臼lまパスと漢詩遣しま草。

I議露i容室費、準工事綾地域以外tDF日
途1携を望月で:工塁、 建liH字書道場事警の

襲撃物で繁華告を行っている寝室言、不

透怨襲撃築午!litD産主主君唱を塁塁i二r-C<(だ

O ¥0 

炉Bff寺 111'ヲ包竺後守住者

~韓首再苛 罪悪友会館

炉支立重量 務総以正手4月{ご小学校守

主手tJ2却さ主iこ怒る方

砂申lZI主総ハガキ!と氏主昔、生王手

月段、安養護苦言民主主、 住鏡、 重富義者告書

入震雲海草書磁El泰道議いて、事長3系

予ffi5えを家"，~5-7 E臼cj:l1@若手誌で 熊芸{議議宅ガF義父{乙重宝章盟主主どで錨

おままりください惜83-3107 フれE主ですのでご撃まください。

れF苦Æ潟閉まで害事~!です~~語襲霊 的問7!3tJら12Fヨ38

事砂白隠 11月148く;i.::J

とF毒事9碕15至宝

砂総合溺星野 我孫手続液義正3

o老人ltI一心豊富鱒図絵tt活動
修期B 11問228(氷〉
主砂童韓合棒高奇.9寺島週 ('j)f告役所有号‘

'F高言E王将4効慾慾泉燃料窓喜U'午

1lil8際部分
*総合せ赤妓斡B2γ8730

午頃商軍首ま 滋滋霊童話2-・002:1

関るい盤撞
事惨鉢手口重完ちん〈緑守-6-24)
fJら露翼線湾E語へ多量究の君事もちゃ1J

霊苦言語されきましだ。

惨鰻豊富E事縫さん(7¥'等霊堂7刻一29)

tJらつくし霊型車事ー援事事題へ驚霊童書式

オルガンガ覇軍E譲惑れましt主主。

験的山総童謡さん(華寺本官邸-23)
修裏話B 11Fl12B (8) 

t>重量主主 我孫ミHn役所午語草99寺

窓口3力で主主ち奇襲詩聖書し務て言。ぽ 襲撃さshのよさ証書室霊!と郵務しま帯。

場草書米!主総管室絞fliltJら警護わ主主 主筆記騎に事反発していEますが、定め

げれば絞らないのでしぶう。 われた機盤、綴j;E宅配設けていな

。私だち8主主人の'lC設であるま王 いため滋震が不号患です。

米なき空会iとE自民iこ供給ずと，，!.三め @やと三米l品、言語の価手話機てんが

換を蚤雪耳署管j震により米の流溺f貫 主主い~，色、悶…のõ1l襲撃、昆綴で

績を後絡する総主要があるtJそうで あれば当罪者霊室長長おのお米より高

す緩 く絞りZます。

ラ米o言語第、食物ぜ二しとの2担 綴ヤミミ米i証霊童っても、売っても
重量線機主主主主lこ漣符します。

Eヨヰ呈・ 1警持寄怠については殺湾 11ごついて、

祭員会へお悶百きわtさくださしミ。 II':W五線iノ、

同時間約問、明2 南雲:1::0)議議蚕議反つ I':~川捌院慨している
Q ・込‘ 23段、 1附 3・笈). 27E号、 し三二二一一…… ……一一…:.Jかのですお
2[:弓3・10.17急24Eヨ、 ミヨ湾 室主議長識のi議E議室はそちゃ常謀議です I (幾三司の話題1霊警警製持8;救急す仁より

惨8殴 苦初日〈巴)9時 4・11. 18 . 24 . 258¥善寺務liJ:午 刀、務業ゑて:'5i襲撃手，守るごとがあ i価格?噂てんをいている方そうで守ω
争重量著書主主孫子俗芸室扱ヅラウツ以 後fう勝tJら守二後8書道 りEます"1;ととえば第一線在ヨ[)墜し I (巷ヤミ米の総書室
b対象 @雲母子中学生、総設さ長、 1>¥嬰務 監部EBfむ刊住民会総 老後者安楽しみfさい、長自分!と…の lぐわやミ来i高、産主治療器量T'おいし
一般、 40級以上 .ri;J.子 中学生、 紗事込 11Fヨ6Eヨ設でiと干吾被害魯務 こ三二かあったと設、経設のつごう I ~\安芸術米おとさと羽lし往くみ!と潟

謀議級生、一金支 所議後f話へ で工i嘉や約百o慾鎖など“ aいろ

惨渥E! ..トφ ツヲ鈎授矧m、 r-;;;;一一一…ー…一一ーって豆訂 ちろYぷ滋合がありさまざ。 Lこのよう
宅地と伎宅の分譲!

200m、総合問、 1oCQm(ヰE悪夢号ぬ い一一一ー一…一一一二三ここj なき襲慾t1童話つ廷ときに{議えて事緩
み〉、初QOm(裁のみ).4()()roR @民主紛二二lーヲウン命的2T13可生活設定哉は力主義務霊長詩型j夜、
e フィーjしい査員民、主主りi~議総、主主 総会議 それ訟でつくられえさ〈小持基援金

り再認さ語、被'it;J受 惨区溺紋 37Q主主題 業主毛主寄〉綴喜重です。宇毒液にそなえ

砂申込 111'寺1mまでに住所、ま 炉室主護費留喜連 199.21m'~2îì6.55ぽ て (IJI線機会主義共済〉需~震へのご
名、 f李総、株苦言、襲撃自宅雲記入して 章受多面滋240rrず的 潜入者をお写せめいたします。

我娘三子市主業務三子1&."8主主議室墜員会主主 伊豆手万メートル単価 3万72∞F弓 きさしくは中小王室量産共主著者装集問ヘ

主主f本苦言号事へハだこ芋で

インテイ)77つはi'!lfとfツぬいj

心霊童数で、パドミットンø~j}j恨後

大君ぎくしだようおインデイ戸と

いうお1裂を手℃打ち合うゲームで

I'Io 

炉B普幸 111'守口問〈白)谷容寺
b纏所主選jtJ.JI学校体湾餓

砂泌総 @フフフミミーの話芸 皇室撚

<::4人以上6人でf総 @ー没

ooo ヅ)[，ーヅT'4人以上:モヨ人主主
です繍

夢野重喜初演 1チ…ム2政弓

易申込ハガキに代鐙雪氏名、タ

jし…ヅ名春宮記入し竹丹68tまと絞

殺聖書塗童書重量託金体湾君事へ

から4]三BaO'J円最セ

詳しぐ1iJ:(罪者J干童書繁華車市公平主

成田支持号蜜線終二警護

ftlY176 (2自)3831(代〉
総土地付分譲践活住

(:if葉若・不童話プレハブ〉

b所主主主主 成問機三五浩ヰ?をヨ

I>F'語文 アド塗46)"ヨ、 コド綴23戸

〈荷〉ピデラスハウス'不燃テラス

ハウス}

験再奇夜主主 成阪市霊祭ミヨ丁お

惨戸義主 A*8つ戸、本多様15主
訴しくはこF襲警翼後零供約公殺事喜

重軽震警官W2(27) 別61

お知らせ

目主主融統制豪商石]
主芸誌の?我孫子市主主義英究J怒3

鷲ガflJfヨされをまし去さ。特事長、!日湖

北村のあゆみ込の札号、言語Z語録、 ct

t開a議談、寄機、/if;宍説話俸のiB介、
m受藤議さんだよりおど、郷土:¥Eぷ

文化祭

総合展事事会"1113~5 ヰ3宍公民重富

民蕗.f完鍵。111125 i'.'iIJ、惨害毒喜重

量幸喜重大会.11パ2 ct災公民義君
事事句大会制1/19 cj:興公安集室霊

中央公民館闘襲撃i志向

話護区虎{力Fヲ2…Eヨー守

官出-502-7171

銀総書警将校とは緊立の日明白号とし

て¥後絞殺{奮と々 もにま諮立〉定める

緩準によってヲ苦笑さ科、数寄霊童警も

10人!こ守人口り審j主主c大重苦容器君主の際
~ ¥議!II練を千三っていをます。

約機:とあだっては、 E霊祭測とも

波iff.iO塗喜怒iこ怠る援本実話互に言言汚提

唱をおさ r書聖書事とき軽務J を益重主主的に

従業のそヲえる鍛え万から総7Jを引

き践しそ醤え忽せる護費え方!こ憲主換し

ていて、若手季語i之潟祭をあげてい浅

草。言霊祭んの入学者をお勧めしますe

b間企ゼヰ:築燃機業訓練漆

間1Y172-23-2752またはさき公共事室
銭安I'E新

@定例会

努臼隠れ月刊日〈重宝〕午告1110絡

がら午後守隠

験場所 我孫子駅議行政支護寒喜男奇

@恋人ホーム璽綴波書事投書草勤

指
柏
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し
ょ
う
か
e

き
が
し
い
立
場
に
双
た
容
れ
て
い
る
と
℃
持
地
方
吉
治
体
は
h
C
3か
と
い
う
号
つ
い
っ
た
内
務
を
持
つ
機
割
引
を
今
‘

い
う
こ
と
を
ま
ず
脚
附
議
す
る
必
獲
が
あ
と
、
地
方
自
的
体
的
綴
費
者
一
行
政
は
、
縫
本
で
緊
ぬ
帽
に
ま
ず
表
現
し
な
け
れ
ば

る

と

添

い

家

寸

喰

最

低

限

的

ノ

ル

ザ

も

な

い

サ

l
ピ
ス
行
な
ら
な
い
の
は
「
知
る
権
利
い
の
拙
師
団
陣

内
》
淡
機
者
持
政
と
は
殺
で
あ
る
と
い
え
ま
す
@
そ
の
た
め
各
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
の

と
こ
ろ
で
、
掛
焚
考
行
政
と
は
‘
い
地
の
消
費
者
行
総
比
千
差
万
別
で
て
喜
本
で
は
や
た
ら
と
⑬
に
す
る
と
ニ

つ
ニ
ろ
か
ら
殺
場
し
て
き
た
か
と
い
う
つ
ま
り
、
そ
の
地
方
議
治
体
的
設
長
や
ろ
が
品
り
牢
す
5

と
昭
和
拍
年
に
消
猿
講
義
基
本
雲
行
政
撃
の
考
え

E
に
よ
っ
て
そ
の
内
民
主
主
義
寒
札
制
じ
す
る
た
め
に
も
‘

で
き
た
と
ろ
か
ら
で
す
。
容
が
決
ま
勺
て
く
ゐ
た
め
で
す
。
主
権
者
の
鳩
山
胤
を
保
…
つ
た
め
に
も
ぷ
山

こ
の
減
務
者
保
護
基
本
仲
間
で
い
う
消
地

η時
治
一
体
の
消
資
翁
行
政
は
人
事
絞
る
検
制
刊
』
を
ぜ
H
V
櫨
立
ナ
汲
?
必
饗
が
あ

絞
殺
徐
議
と
い
う
の
は
な
ん
な
の
か
s

的
位
み
て
ア
ク
セ
サ
リ
ー
的
な
絞
澄
づ
る
と
患
い
ま
す
a

消
費
議
採
綴
恭
本
法
第
1
識
に
機
的
地
け
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

O
清
潔
議
滋
戯
曲
方
角

し
た
よ
め
淡
路
悼
の
目
的
は
、
消
疑
者
保
。
消
策
響
曲
定
盤
情
噛
県
議
行
款
を
地
方
向
制
治
体
が
拙
明
記
也

穫
を
は
か
る
た
め
総
決
ぴ
地
方
践
的
体
後
街
活
動
的
関
約
が
鴻
繋
に
あ
る
と
的
に
進
め
る
た
め
に
は
様
輸
出
と
な
る
終

に
何
ら
か
の
政
策
を
と
る
繁
務
が
あ
る
考
え
た
登
川
浪
費
者
は
経
繍
的
中
心
体
約
な
除
隊
が
必
婆
で
す
。

内議 506蕗ヱ諜消費生活保霊堂筋一1111389 
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水
性
植
物
は

3
種
類
に
激
減

i
l手
賞
、
環
の
ム
了
昔

l
i

諸
費
者
は
考
え
る

苧
駕
沼
を
見
て
:
・

我
孫
子
市
捕
禦
殺
の
金
誌
か
、
市
内
緑
町
絵
的
回
路
を
沼
一
面
目
に
落
し
た
事
ヲ

丹
波
管
省
一
演
説
は
去
る
8
男
持
臼
、

A
n

で
し
た
@

成
洗
剤
に
よ
る
汚
染
が
ゑ
敢
に
す
す
ん
こ
い
や
ふ
な
は
後
索
が
欠
裁
し
木
頭

で
い
る
と
い
わ
れ
る
手
賀
川
出
を
総
外
機
上
に
ポ
ン
・
ポ
ン
泳
げ
返
し
、
へ
い
即
刊

で
見
ず
給
わ
り
ま
し
た
a

マ
的

こ
れ
は
先
的
6
同
月
史
的
市
議
会
に
側
関
大
諮
問
、
火
持
問
符
口
へ
は
ヘ
ド
ロ

織
し
た
「
学
校
及
川
V

然
稔
障
給
食
に
お
で
絡
め
ス
ク
リ
ナ
ー
が
か
ら
遜
わ
り
し

け
る
合
成
弛
協
約
迫
敏
に
践
す
る
務
酬
明
い
て
時
間
へ
滋
め
を
い
状
帥
酷
で
し
た
。

〈
抑
留
体
に
よ
る
倒
閣
総
}
が
全
会
一
敬
沼
は
、
死
滅
寸
前
と
い
う

で
録
制
帆
串
れ
、
市
内
で
の
…
掛
け
ん
普
且
感
じ
事
止
あ
り
ま
し
た
。

的
気
還
が
盛
号
一
品
が
っ
て
い
る
お
9
か
舟
を
お
り
て
か
ら
本
底
会

ら
、
合
総
洗
剤
の
彫
綴
号
機
際
立
容
で
柏
崎
で
熔
談
会
が
行
な
わ
れ
た
勾

見
て
知
う
っ
と
い
う
こ
と
か
ら
命
油
開
書
深
山
漁
協
叩
脱
会
長
は
ぷ
γ

れ

た

も

の

で

す

，

年

は

昭

和

田

年

同

教

慾

綴

よ

こ
の
針
…
期
に
は
市
政
州
問
幾
殺
に
も
実
り
か
ど
い
.
沼
丹
慈
血
肉
は
総

裁
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
渡
浪
治
後
欠
、
へ
い
死
に
よ
る
も
の
。

を
は
じ
め
5
名
が
怒
縁
寺
札
、
深
山
手
骨
成
洗
剤
委
設
わ
な
〈
ナ
る

翼
沼
滋
議
協
関
空
蔓
の
祭
出
向
と
鋭
明
丹
も
汚
れ
を
合
な
く
す
る
方

で

浴

内

を

一

間

捕

し

た

。

後

で

す

」

と

報

党

沼
は
燦
自
の
B
照
阜
で
、
ア
オ
コ
が
議
採
桔
「
時
T
繁
沼
汚
染
対

奥
常
に
発
生
し
、
抹
茶
色
と
い
う
か
、
策
と
し
て
判
明
綴
T
寸
め
ら
れ

@手重量浴i:j:主ぞ大長者JII(アワi車会主主洗剤}

て
い
る
仰
は
抽
出
域
下
水
遂
と
北
千
業

等
水
禁
総
明
、
、
出
を
完
成
的
関
慈

し
件
、
て
し
か
し
、
こ
れ
が
待
つ
だ

け
で
を
〈
汚
染
め
原
関
ー
と
な
っ
て
い

る
然
活
静
水
を
砕
し

rも
減
少
す
る

よ
え
考
え
た
い
」
と
あ
い
怒
っ
e

事
お
殺
は
、
生
活
す
る
人
々
が
制
作

き
な
い
よ
う
に
努
カ
ず
る
こ
と
、
そ

の
た
め
は
は
や
校
、
保
育
開
閣
総
武
や

滋
緩
か
ら
合
成
洗
剤
を
を
く
す
こ
と

を
磁
叫
叫
し
会
っ
て
歎
会
し
た
。

F 

市

W

夫
総
的
ど
ち
ら
か
…
か
が
借
り
市
総
ザ
ム
灘
消
滅
生
活
係
で
は
、
輪
自
点
を
災
統
制
問
に
わ
か
り
や
ナ
〈
解
明
し

入
れ
か
ャ
す
る
と
き
は
事
務
に
需
給
で
に
時
ミ
リ
映
鮒
ツ
ィ
ん
ム
を
所
有
し
、
ま
す
。

争

認

す

る

こ

え

市

終

的

み

な

さ

ん

の

還

す

る

日

時

・

⑤
一
裁
金
、
初
恋
な
と
を
市
出
品
開
L
た
場
所
で
上
映
し
て
お
り
ま
す
a

と
さ
は
そ
の
つ
ど
税
収
畿
を
受
け
取
締
人
会
、
家
臨
時
数
腎
学
級
、
子
供
会
、

ワ
、
滋
消
定
了
後
は
渋
滞
総
機
〈
金
自
治
会
、
町
内
会
、
生

組
問
消
費
出
H

徐
被
約
察
、
約
車
手
際
‘
協
な
ど
市
内
的
関
係

r

公
ぷ
絞
殺
な
ど
)
を
N
w
p
w渇
し
て
も
し
た
ら
幽
出
に
申
し
込

ら

う

こ

ル

%

ん

で

〈

だ

惑

い

。
人
数
約
制
限
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ぷ
品
抑
制
誕
の
方

は
点
附
ヱ
課
描
鶴
間
食
品
川
村
開

へ
。
惜
(
部
)
1
1
1

1
内
線
5
0
6

@挙事ij霊を説明する潔IIU正

サ
ラ
金
会
利
用
す
る
と
き
は

品
匹
近
、
一
部
め
サ
ラ
リ
i
7
ン
食
融

議
議
に
よ
る
後
釜
が
増
え
て
い
ま
す
e

訪
潟
舷
均
等
に
閥
附
す
る
法
捷
悼
略
行
以
や
む
宇
錫
f'利
用
す
る
と
き
は
次
的

来
事
く
め
?
ル
チ
が
削
削
機
、
常
業
廃
止
こ
と
に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
さ
フ
。

に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
マ
ル
チ
は
争
係
①
巡
務
時
前
線
を
き
ち
ん
と
な
で
て

390 

「
中
い
倣
洗
剤
を
進
攻
す
る
い
〈
担
分
〉

各
種
実
験
を
由
摘
し
て
中
排
出
法
制
的
変

膚
に
お
よ
ぽ
す
彫
饗

や
体
内
残
留
、
機
車
向

性
的
関
泌
を
進
友
し

小
宮
晶
な
成
泌
総
的
に

仲
臨
戦
全
復
し
ま
す
b

寸
回
凡
な
お
そ
う

わ
が
子
的
お
や
つ
」

{悶
A
W
}

一
十
祭
賞
品
円
安
会

①

フ

ィ

ル

ム

舟

務

袋

内

粧

を

守

山

に

、

ど

ん

守
合
成
品
判
例
は
絞
殺
か
恥
(
四
分
)
主
お
や
つ
を
宇
品
慌
に
与
え
る
べ
き
か
“

邸
時
綴
っ
て
い
る
合
成
ぬ
剣
拭
安
全

か

ど

う

か

ヲ

寸

ゴ

ミ

と

税

た

ち

h

(

部
分
)

そ
の
疑
問
を
中
心
に
…
引
け
ん
と
合
成
火
緩
品
開
韓
民
時
代
を
考
え
、
清
費
者
が

洗
剤
的
縫
い
、
合
成
洗
剣
の
む
つ
閣
総
ど
う
叫
月
九
十
べ
き
か
を
考
え
ま
小
九

員宿線521f.l軍管機著書室車内務




